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［特集］ 
●今年で５周年 
　いいだ人形劇フェスタ 

体験教育旅行 
パッカ、パッカと 
馬が都会っ子を道案内 
子どもたちの心に 
緑豊かな飯田が映ります 
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子供も大人も楽しめる人形劇 

■問合せ　いいだ人形劇フェスタ実行委員会事務局（飯田文化会館内） 
　1(23)3552　E-mail festa@iida-puppet.com　URL http://www.iida-puppet.com

8月９日（土）　13:30～15:30 
8月１０日（日）　10:00～12:00 
　飯田文化会館ホール 
　人形劇団むすび座 
　有料／一律1500円 

天上界で大暴れした石猿孫悟空が五行
山で生命の大切さに気づくまでを描い
た人形劇です。中国を代表する芸術家
をスタッフに迎え、京劇の動き、中国
棒遣い人形の手法を取り入れた日中合
作人形劇第２弾！ 

「西遊記」－悟空誕生の巻ー 

8月8日（金） 13:00～13:55 
 18:30～19:25 
　市公民館４階視聴覚室 
　人形劇団　京芸 
　有料／一律800円 
　　　　ペア1500円家族2800円 

豊かな人形表現と早い場面転換で
大人も子供も楽しめます。さらに、
アガサとマジョドリの関西ならで
はの掛け合いが絶妙です。 

「魔女のたまご」 

8月10日（日）　10:00～10:30　11:30～12:00 
　市公民館４階視聴覚室 
　くわえ・ぱぺっとステージ 
　有料／一律700円 

かわいいヒヨコのでてくる「ぴよっ」や、元
気なあかちゃんの「あひるのおさる」、動物
たちがいっぱい登場する「こぶたのじしゃく」
など、楽しくてやさしいお話がいっぱいです。
コミカルでファンタジックな人形劇。 

「かくれんぼしてるのだあれ」 

8月9日（土）　13:00～14:30  　鼎公民館ホール 
　人形劇団ひとみ座 
　有料／一律1500円ペア2500円 

イタコばばさまに食べ物を分けてもらったキツ
ネは恩返しにとんでもないことをします。飯田
市民のアマチュア劇団・演劇宿による「ふじた
ワールド」をお楽しみください。 

「鳥に聞かされた話」 

8月9日（土）　13:00～13:50 
 21:30～22:20 
　飯田文化会館２階会議室 
　演劇宿 
　演出/ふじたあさや 
　ワッペン公演 

人形と民族音楽のコラボレーションによっ
てくりひろげられる人と動物たちのドラマ、
きびしくも美しい不思議な世界…まさに人
形劇ならではの幻想的な舞台です。 

「おこんじょうるり」 

「大人が見て面白くなければ子どもだって
面白くない。大人が見て面白い作品だから
こそ、子供が見ても面白い」をコンセプトに、
本物の舞台芸術作品を５作品紹介します。 

テレビ放送５０年 
飯田の人形劇25年 
記 念 特 別 企 画  

主催：ＮＨＫ長野放送局・松本支局 
　　　いいだ人形劇フェスタ実行委員会 

※観覧には事前のお申し込みが必要です 

江戸の粋、飯田の粋　お座敷芸の競演 

●８月９日（土）　正午～　●舞鶴（追手町） 
●チケット代金　3500円（観劇料　お弁当代含） 
●チケット発売開始　７月１日（火） 
●チケット販売場所　飯田商工会議所 
　　　いいだ人形劇フェスタ実行委員会事務局 

老舗料亭で松花堂弁当を食べ
ながらの芝居見物はいかがでし
ょうか。大人だから楽しめる人
形芝居、商工会議所青年部が少
し贅沢なお座敷人形芝居を企画
しました。 
江戸時代から伝わる日本独自

の三つの芸、世界に類を見ない「江
戸曲独楽」、影絵から生まれた「江
戸紙切り」、そして数十本の糸を
操り繊細で表情豊かな動きの「江
戸糸あやつり人形」と、芸術の
域ともいえる飯田の芸者さんた
ちの唄と踊りの競演。人形芝居
本来の楽しみ方を提案します。 

主催：飯田商工会議所青年部 
後援：飯田料芸組合 
　　　いいだ人形劇フェスタ実行委員会 

大人が楽しむ 
人形芝居 

●官製往復ハガキの「往信用裏面」に
郵便番号/住所/名前/電話番号、１
回目・２回目の希望（いずれか一方）
入場希望人数（４名まで）、「返信用
表面」には郵便番号、住所、名前を
明記して申し込みください。ご応募
はお一人様１通に限らせていただき
ます。応募多数の場合は抽選のうえ、
入場整理券をお送りします。 
●締切り　７月25日（金）必着 
●宛先　〒380-8502 
　　ＮＨＫ長野放送局 
　「ひょっこりひょうたん島」観覧係 

『ＮＨＫ・人形劇50年展』 

『歌って踊ろう！ひょっこりひょうたん島』 

『ひょっこりひょうたん島の公演』 
 

８月５日（火）～10日（日）　りんご庁舎市民サロン２・３階 
　ひょっこりひょうたん島などの人形展示をはじめ、数々
の名作人形劇番組を上映します。（観覧自由） 

８月９日（土）　午前10時30分～　セントラルパーク 
　楠トシエさん（サンデー先生）とこどもたちに
よる歌とダンスのステージ。（観覧自由） 

１回目公演　８月９日（土）　正午～ 
　　ひょっこりひょうたん島オンステージ！ 
　　「泣いたトラヒゲの巻」&「復刻版・ひょうたん島バラエティ」 
　　　出演／ひとみ座 
２回目公演　８月９日（土）　午後２時～ 
　　懐かしのひょっこりひょうたん島～サンデー先生がやってくる 
　　「復刻版・ひょうたん島バラエティ」＆ミニトークショー 
　　　出演／須田輪太郎さん（人形劇作家・ひょうたん島人形指導） 
　　　　　　楠トシエさん（サンデー先生） 
　　　　　　ひとみ座 お申込み方法 

in 
いいだ人形劇フェスタ 
in 
いいだ人形劇フェスタ 

きょくご ま 

○C 井上ひさし／山元譲久井上ひさし／山元譲久・ひとみ座ひとみ座・NEP21○C 井上ひさし／山元譲久・ひとみ座・NEP21
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今年で５周年 

人形劇の夏がやってきます。 
人形劇フェスタとして今年で５周年。人形劇カーニバ
ルから数えると25年になります。 
当初記念イベントとして「アジア人形劇フェスティバル」
を計画していましたが、残念なことに重症急性呼吸器
症候群（ＳＡＲＳ）流行の影響で、中止いたしました。 
しかし、いつもの熱意に変わりなく、楽しい人形劇が
たくさんやってきます。 
今年のテーマは・・・・ 

「大人が楽しむ人形芝居」 

8月7日（木）～10日（日） 

昨年までのフェスタでは、「家族再発見」をテーマと
して提案してきました。 
その取組みのなかで、大人たちが豊かな人形劇表現に
魅せられ感動することで、子どもたちの感じる人形劇の
楽しさや歓びを共有できるのだ、と感じるようになりま
した。ともすれば子どもに偏りがちな人形劇ですが、今
年のフェスタでは大人の鑑賞を意識して人形劇を特集し
ました。素晴らしい人形劇の世界を大人の手に取り戻し、
共通の感動を子どもたちと共有しようではありませんか。 

8月9日（土）　21:30～22:30 
　飯田人形劇場 
　百鬼どんどろ 
　有料／一律2000円 

人間と人形が同時に舞台に立った
時におこる様々な状況を設定した
夢とうつつの間を行き来する不思
議なオムニバス作品集。 

「夢のうつつ、現つのゆめ、第四夜」 

8月10日（日）　15:30～16:30 
　市公民館ホール 
　劇団鳥獣戯画 
　有料／一律800円　ペア1500円 
　　　　　家族（4人）2800円 

芝居が進むうち、男と女の愛憎が
見え隠れして、観客は夢の狭間に
迷い込みます。人形劇でしか描け
ない世界とはこのようなことをい
うのでしょうか。見終わった後に
ずっしりとした手応えと人形劇の
可能性をみた思いがします。 

「はちかつぎ姫異聞」 

8月9日（土）　10:30～12:10　 14:15～15:55 
　市公民館3階講義室 
　愛知人形劇センター　出演/人形劇団むすび座 
　有料／一律1500円 

明治維新の引き金になった戊
辰戦争を土台にして、今の時
代を見つめようとする大作。 

「－戊辰戦争異聞－ 
　武士をやめる日」 

8月９日（土）　21:00～22:10 
8月１０日（日）　11:00～12:10 
市公民館3階　講義室 
NANYA-SHIP　　有料／一律1800円 

フランドン農学校で飼育されている人
間語のわかる豚が「何のために飼育さ
れているのか…」と考えます。音楽と
言葉と人形による大活躍と銘打たれた
この作品は、原作のイメージを豊かに
膨らませ肉体化する役者や歌手と人形
達との夢の共演でもあります。 

コム・デ・シネマVOL.1 

「フランドン農学校の豚」 

8月９日（土）　13:00～14:00 
 16:10～17:10 
　市公民館４階　視聴覚室 
　糸あやつり人形劇団みのむし 
　有料／一律1200円 

ウサギとカメ、その後彼
らがどうなったか、本当
に速いのはどっちなの
か？だれでもが知ってい
るウサギとカメを下敷き
に人生を考えます。 

決着！「ウサギとカメ」 

8月8日（金）　18:30～ 
　鼎中学校体育館 
　人形劇団むすび座　アトリエ公演 
　地区公演／ワッペン公演 

病気の子どものために年に一度だけ
盗人になる男と岡っ引きの物語、人
の心の微妙なあやを描き出します。 

「
神
無
月
」 

６年前にブダペストでみた人形劇が
忘れられません。人形劇が特に云々
というわけではありませんが、自分
たちの居住する空間と隣り合わせた

黒い劇場で大人達が人形劇を楽しんでいるのです。話
の筋道はわかりませんが、中世の騎士達の戦いのよう
なものでかなり娯楽性の強いもののようでした。場内
は人形の動きやしゃべりの面白さで笑いが渦巻いてい
ました。城壁から兵士達が一斉に発砲、勢いで一斉に
浮き上がった兵士達に体はなく胴串が丸見え。計算さ
れた演出でしょうが場内爆笑。飯田でもこんなことが
できたら…なんてずっと考えていました。大人だから
わかる発想や技術、人形だから描ける世界、人形劇通
も初心者も「大人が楽しむ人形芝居」にご期待ください。 

大人だから面白い人形劇を 
　　　　みつけてください 

高 松 和 子 

大人がみるから面白い、そんな大人のための 
人形芝居を６つご紹介します 

大人が楽しむ 
人形芝居 

うつ 

in 
いいだ人形劇フェスタ 

いいだ人形劇フェスタ実行委員長 

どぐし 

○C 井上ひさし／山元譲久・ひとみ座・NEP21
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　６月９日から13日までの５日間、飯田人

形劇場を会場に、「ＮＨＫ放送体験クラ

ブ」が行われました。これは、市内の小

学校5・6年生約550人が、地域を題材

に実際にニュース番組づくりを体験する

というものです。「菱田春草」や「かざこ

し子どもの森公園」をテーマに、クラス全

員でキャスター、カメラマン、ディレクター

などを分担して、取り組みます。チームワ

ークが輝いた体験でした。 

　今年も、関西・関東などから、体験教

育旅行でたくさんの中高生が飯田下伊

那を訪れています。４月から６月の間で、７

９校、１万人を数えました。乗馬・渓流釣

り・草木染め・酪農など普段の学校生

活では味わえない体験をしています。 

　沢城湖ではカヌー教室が開かれ、２人

で初めて乗ったカヌーに、右へ左へ操ら

れながら、自由に泳ぐアヒルを追いかけて

いました。 

自然の息吹を感じて 

テレビ番組づくりに 
小学生がチャレンジ 
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　長期間、病室で暮らす患者さんにとっ

て、安らげる療養環境が大切です。高松

分院では、これまでも掲示板や案内板に

自然木を使う取り組みをしてきました。こ

の春からは、病室の壁に自然木を貼る改

修を行い、一部病室で完成しました。 

　杉のむく板を使うことで、木のぬくもりを

感じ、木の香が満ちた病室で生活してい

ただくことができます。一日も早く病気や

けがが治るといいですね。 

　６月５日の「環境の日」りんご庁舎で開催。講師に関

和市氏と　本育生氏を迎え、約１００人の参加者が集

まりました。地球に優しく、次世代にも優しい生活。そ

んな環境を目指して、みんなで歩み出しましょう。 

　６月９日、上郷支所の２階から旧治水対策部棟へ移

転しました。１階にスポーツ課と（財）体育協会事務局。

２階が学校教育課と教育長室。そして３階が生涯学習

課、教育相談室、少年補導センターの配置です。 

病室にぬくもりを 
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福岡　憲昭　医師 
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　育児や高齢者介護で、援助を希望する依頼会員と、

援助を行う協力会員の連絡調整をするのが、ファミ

リーサポートセンターの役割です。 

　育児支援では、保育施設までの子どもの送迎、施

設開始前や終了後の預かり、夏休み時の預かりなど

が支援の対象です。また、高齢者介護支援では、病

人の世話、話し相手、買い物や食事作り、洗濯、掃除

などの援助要望に、協力会員の派遣をしています。 

（依頼会員さんの声）私も夫も県外出身。気軽に子ど

もを預けられる実家は遠く、友人も仕事を持ってい

る人ばかり。１歳の娘は目が離せない時期で、家の

所用に夫の休日出勤・残業、子どもの夜泣きが重なり、

疲れてしまいました。そんなとき友人からファミリ

ーサポートセンターを聞き、思い切って利用しました。

すぐに近所の協力会員さんを紹介いただきました。

娘をとてもかわいがっていただき、よく慣れたよう

です。安心して預けています。 

●料金　月～土曜日の７時～20時　600円/１時間 

上記以外の時間、日曜祝日年末年始  700円/１時間　 

●事前に会員登録が必要です。随時会員登録受付中。 

仕事と家庭の両立支援 

ファミリーサポートセンター 施設の紹介 

■問合せ　ファミリーサポートセンター 
　　　　　さんとぴあ2階社会福祉協議会内　1(53)3181 
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

　私の夢は、保育士になることです。 

　私は、小さい子の世話をすることが好き

です。どんなに小さい子の世話が大変でも、

喜んでがんばれると思います。 

　保育士になるために、いろんな知識を身

につけたり、ピアノがすらすらひけるよう

に練習したりしたいです。 

　私は、はずかしくて、あまり発言ができ

ません。 

　でも、保育士になるには人前で発言をし

なければならないので、発言ができるよう

にがんばりたいです。 

私の夢 
木下加奈子 さん（松尾小６年） 

飯伊女性団体連絡協議会 

　私たちの会は、９団体、5,500人程で構成する女性団体で
す。女性としての共通課題を取り上げ、各団体相互の理解と
協調を深め、地域の発展向上をはかることを目的としていま
す。主な事業として、生活と環境まつりと合同開催される「い
きいきみんなの生活展」に協力、参加していることです。心豊
かに暮らせるよう、教育、福祉、環境など内容も豊富に各団体
が１年間の学習成果を出展発表しています。 
　また、年１回実施される１日研修旅行も情報交換の場とし
て欠かせない大切なものです。今年は、中川村のＧＯＫＯア
グリファクトリを訪れ、「養液栽培法」によるトマトの大量生

産工場を見学しました。また年
１回発行している「女連協だよ
り」も今年で25号を数えます。
より暮らしやすい社会、生活
を願い、飯伊の女性たちが力
を合わせ学習するのが私たち
の団体です。 

― 連絡先　折山俊江　1（４３）２８７３ 

雨にも負けず 

　フェスタと同じく、私たちの活動は
今年で５年目を向かえます。 
　古くは、人形浄瑠璃も行われ、地歌
舞伎なども盛んに行われてきた竹佐伊
奈神社（山本）。この舞台の復活を人
形劇でできないかと思ったのが、活動
のきっかけです。 
　またこの神社では、子どもを巻き込
んだお祭りが少なく、子どもたちにと
って神社での、思い出作りになればと
の思いもありました。 
　フェスタ当日は人形劇だけでなく、
地元芸能（竹佐獅子舞・大塚太鼓）の
共演。舞台の雰囲気に合わせ、尺八や
津軽三味線、琵琶などの出演もいただ
き、人形劇と神社の祭りを併せ、行っ
てきました。 

　ただ残念なことに境内での屋外公演
のため、雷雨にここ何年か泣かされて
おります。 
　神社が持つ独特な雰囲気を最大限に
生かした舞台作り、地域への思いや子
どもたちへの願いを込め、スタッフ一
同、今年も雨にも負けず、風にも負け
ずがんばります。ぜひ、竹佐伊奈神社
会場にお越しください。 

いいだ人形劇フェスタ竹佐伊奈神社会場　小池正治 さん 

おりやまとし え 

きのした か　な　こ 

こ いけしょうじ 
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お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
地
区

単
位
ま
た
は
中
学
校
単
位
を
基

本
と
し
て
、
来
年
１
月　

日
�

１１

に
開
催
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
成
人

の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
成
人
の
日
」
前
日
の

日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

昭
和　

年
４
月
２
日
〜　

年

５８

５９

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

の
小
・
中
学
校
い
ず
れ
か
を

卒
業
し
た
方
と
現
在
市
内
在

住
の
方
。

▼
内
容　

地
区
ご
と
検
討
中
。

※
こ
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち

も
一
緒
に
作
り
上
げ
て
み
た

い
と
い
う
皆
さ
ん
を
募
集
し

て
い
ま
す
。　

歳
の
記
念
に
、

２０

想
い
出
に
残
る
活
動
を
一
緒

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
居
住
（
出
身
）
地

区
の
公
民
館
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

飯
田
市
公
民
館 

　

�（
２
２
）１
１
３
２

　

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
で
尋
ね
人
や
火
災
発

生
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
災
害
や
事
故
発
生
時
の

緊
急
放
送
と
、
一
般
の
お
知
ら

せ
と
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
た
め
に
チ
ャ
イ
ム

を
変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
内
容

災
害
時
等
の
緊
急
放
送
の
最

初
に
鳴
ら
す
チ
ャ
イ
ム
を
左

図
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

※
一
般
放
送
や
火
災
発
生
・
鎮

火
の
チ
ャ
イ
ム
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
変
更
時
期　

７
月
１
日
以
降

▼
問
合
せ　

交
通
防
災
課

　

防
災
係　

内
線
２
４
３
１

　

飯
田
を
舞
台
と
し
た
絵
本「
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
・
り
ん
ご
ん
ち
ゃ

ん
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

出
版
を
記
念
し
て
、
か
こ
さ

と
し
先
生
ご
本
人
を
お
招
き
し
、

楽
し
い
講
演
会
と
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。
先
生
と

身
近
に
ふ
れ
あ
い
、
言
葉
を
交

わ
す
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
か
こ
さ
と
し
先
生
講
演
会

○
日
時　

７
月　

日
�

１９

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
場
所　

市
公
民
館
ホ
ー
ル

○
チ
ケ
ッ
ト

　

中
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

※
サ
イ
ン
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

○
日
時　

７
月　

日
�

１９

　

午
後
６
時
か
ら

○
場
所　

シ
ル
ク
ホ
テ
ル
マ
リ

エ
ー
ジ
ュ

○
参
加
費　

３
、０
０
０
円

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

中
央
・
鼎
・
上
郷
各
図
書
館

　

�（
２
２
）０
７
０
６

　

福
祉
医
療
の
申
請
は
、
こ
れ

ま
で
毎
月
医
療
機
関
ご
と
に
手

続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
は
制
度
が
変
わ
り
、

受
給
者
証
（
右
見
本
）
の
交
付

を
受
け
れ
ば
、
県
内
ど
こ
の
医

療
機
関
で
も
受
給
者
証
を
見
せ

る
だ
け
で
手
続
き
が
す
む
、
自

動
給
付
方
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
に
該

当
し
た
場
合
、
付
加
給
付
を
受

け
た
場
合
な
ど
は
、
保
険
者
の

支
払
決
定
通
知
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
県
外
で
の
受
診
分
に
つ

い
て
は
、
領
収
書
、
受
給
者
証
、

保
険
証
を
持
参
の
上
、
保
健
課

医
療
給
付
係
、
各
支
所
、
り
ん

ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

保
健
課

　

医
療
給
付
係

　

内
線
５
５
２
５

　

６
月
１
日
号
の
広
報
で
、
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
方

法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、農
作
物
に
発
生
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
に
登
録
さ
れ

た
農
薬
を
使
用
し
、
濃
度
、
使

用
量
、回
数
や
散
布
時
期
な
ど
、

適
正
な
使
用
方
法
を
お
守
り
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

農
政
課　

生
産
振

興
係　

内
線
３
５
１
９

成
人
式
は

来
年
１
月　

日
開
催

１１

防
災
無
線

災
害
等
の
緊
急
放
送

絵
本
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
・

り
ん
ご
ん
ち
ゃ
ん
出
版
記
念

７
月
１
日
か
ら

福
祉
医
療
制
度
を
改
正

ドミドミドミソ 

２回繰り返し 

（若草色）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
に
つ
い
て
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８
月
か
ら
は
、
新
年
度
の
所

得
に
応
じ
た
負
担
割
合
（
１
割
・

２
割
）
の
高
齢
受
給
者
証
に
、

切
り
替
え
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の

方
へ
は
、
７
月
末
ま
で
に
新
し

い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
か
ら
は
、
新
し
い
受
給

者
証
を
医
療
機
関
に
お
見
せ
く

だ
さ
い
。

※
古
い
受
給
者
証
の
処
分
は
各

自
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

保
健
課　

国
保
係

　

内
線
５
５
２
２　

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
・
非
行
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ

て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

お
せ
っ
か
い
。
お
せ
わ
。
と

き
に
は
や
さ
し
く
、
や
か
ま
し

く
。
地
域
や
家
庭
で
の
ふ
れ
あ

い
や
対
話
を
推
進
し
ま
す
。

　

強
調
月
間
の
行
事
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

▼
主
な
行
事

○
街
頭
啓
発
活
動

○
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会

　

７
月
９
日
�　

午
後
７
時

　

市
公
民
館

○
ミ
ニ
集
会

　

各
地
区
で
随
時
開
催

○
愛
の
は
が
き
募
金

皆
さ
ん
の
浄
財
で
明
る
い
社

会
づ
く
り
を

▼
問
合
せ　

福
祉
課　

庶
務
係

　

内
線
５
３
７
２

　

南
信
州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
区
を
利
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
一
般
企
業
等
の
農
業
参

入
と
、
市
民
農
園
の
開
設
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

７
月　

日
�

１１

○
農
業
参
入
に
つ
い
て

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
市
民
農
園
に
つ
い
て

　

午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

▼
場
所

　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

▼
問
合
せ　

農
政
課　

農
政
係

　

内
線
３
５
１
５

　

男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
と
は
、
男
女
が
お
互
い
を

尊
重
し
、
自
分
ら
し
く
豊
か
に

生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

県
や
市
の
情
報
提
供
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。

　

地
域
で
い
っ
し
ょ
に
学
習
会

な
ど
活
動
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

○
中
田　

道
子
（
丸
山
）

○
宮
沢　

俊
子
（
座
光
寺
）

○
松
倉
か
つ
み
（
松
尾
）

○
上
野　

美
保
（
千
代
）

○
中
島　

敬
子
（
川
路
）

○
増
田
み
ど
り
（
山
本
）

○
酒
向　

京
一
（
鼎
）

▼
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課

　

�（
２
２
）４
５
６
０

　

長
野
県
で
は
、
今
後
の
保
育

施
策
に
生
か
す
た
め
、
子
育
て

中
の
方
や
子
育
て
の
終
わ
っ
た

方
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

を
対
象
に
要
望
調
査
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

　

７
月
下
旬
〜
８
月　

日
�

２０

▼
方
法　

調
査
用
紙
に
回
答
く

だ
さ
い
。
用
紙
は
、保
育
所
、

幼
稚
園
を
利
用
の
方
に
は
施

設
か
ら
お
配
り
し
ま
す
。
ま

た
、
市
児
童
課
で
お
受
け
取

り
い
た
だ
く
ほ
か
、
県
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
で

き
ま
す
。
記
入
い
た
だ
い
た

用
紙
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
・
回
答
先　

長
野
県

社
会
部　

青
少
年
家
庭
課

　

�
０
２
６（
２
３
５
）７
０
９
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
６（
２
３
５
）７
３
９
０

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は
、
全

国
の
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
平
成　
１４

年
度
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業

と
し
て
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
な
ど
に
２
、
２
５
０
万

円
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
誰
も
が
使
い
や
す
い

ト
イ
レ
整
備
な
ど
の
た
め
に
１
、

１
４
０
万
円
の
低
利
な
融
資
を

受
け
ま
し
た
。

▼
発
売
期
間

　

７
月　

日
�
〜
８
月
１
日
�

１４

▼
抽
選
日　

８
月　

日
�

１２

▼
賞
金　

１
等　

２
億
円

　
　
　
　

２
等　

１
億
円
ほ
か

※
市
内
各
宝
く
じ
売
り
場
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

財
政
課　

内
線
２
２
３
２

　

街
に
思
い
を
持
っ
て
い
る
方

み
ん
な
の
集
い
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
街
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月　

日
�

１３

　

午
後
３
時
か
ら

▼
場
所　

り
ん
ご
庁
舎
２
階

　

市
民
サ
ロ
ン

▼
問
合
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

内
線
３
６
２
１

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
切
り
替
え

社
会
を
明
る
く
す
る

強
調
月
間

企
業
等
の
農
業
参
入
と

市
民
農
園
開
設
説
明
会

男
女
共
同
参
画

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

県
が
行
う
保
育
ニ
ー
ズ

調
査
に
ご
協
力
を

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

街
な
か
再
生
活
動
の

発
表
会動物園の 

休園日 

■問合せ　動物園 
22-0416

７月 ７日（月） ◆14日（月） 

　◆22日（火） ◆24日（木） 

　◆28日（月）  

８月 ４日（月） ◆11日（月） 
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８
月
か
ら
は
、
新
年
度
の
所

得
に
応
じ
た
負
担
割
合
（
１
割
・

２
割
）
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
前
年
と
負
担
割

合
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
今

ま
で
お
使
い
の
受
給
者
証
を
そ

の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
の
負
担
割
合
と
異
な
る

方
の
み
、
新
し
い
受
給
者
証
を

７
月
末
ま
で
に
、
郵
送
い
た
し

ま
す
。
８
月
か
ら
は
新
し
い
受

給
者
証
を
医
療
機
関
に
お
見
せ

く
だ
さ
い
。

※
同
じ
世
帯
に
い
る　

歳
以
上

７０

の
高
齢
者
の
収
入
総
額
の
申

請
に
よ
り
、
負
担
割
合
が
２

割
か
ら
１
割
に
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

保
健
課　

医
療
給

付
係　

内
線
５
５
２
６

　

河
川
や
海
の
水
質
汚
染
が
進

ん
で
い
る
原
因
の　

％
が
、
家

７０

庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
下

水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合

に
は
、
生
活
排
水
を
速
や
か
に

下
水
道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
み
取
り
便
所
の
水
洗
便
所

へ
の
改
造
は
、
供
用
開
始
後
３

年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、

市
で
指
定
し
た
「
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
の

お
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
下
水
道
が
利
用
で
き

な
い
地
区
で
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

下
水
道
課

　

排
水
係　

内
線
５
２
８
９

　

あ
な
た
の
住
む
ま
ち
、
地
域

を
緑
あ
ふ
れ
る
住
み
良
い
ま
ち

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
を
応
援
し
ま
す
。

▼
グ
ル
ー
プ
の
条
件

○　

歳
以
上
の
方
５
人
以
上
で

６０社
会
奉
仕
な
ど
を
目
的
と
す

る
グ
ル
ー
プ

○
原
則
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活

動
の
立
ち
上
が
り
に
限
る

○
活
動
は
１
年
以
上
継
続
し
て

行
う
こ
と

▼
活
動
内
容
の
例　

野
菜
、
花

な
ど
の
栽
培
活
動
。
公
共
施

設
美
化
、
公
園
の
清
掃
な
ど

の
奉
仕
活
動
。
今
年
度
は
特

に
環
境
文
化
都
市
の
実
現
に

向
け
て
、
緑
化
活
動
を
行
う

グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

▼
助
成
限
度
額　
　

万
円

１０

▼
申
請
方
法

活
動
内
容
を
記
入
し
た
計
画

書
を
提
出
。
用
紙
は
介
護
高

齢
課
に
用
意
。

▼
提
出
期
限　

７
月　

日
�

３１

▼
申
請
先
・
問
合
せ

介
護
高
齢
課  
内
線
５
３
８
２

　

展
示
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
夏
休
み

の
宿
題
探
し
も
フ
ェ
ア
で
解
決
。

▼
日
時

○
７
月　

日
�

１９

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
７
月　

日
�

２０

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　

ビ
ッ
ク
ハ
ッ
ト
（
長
野
市
）

▼
主
な
内
容

○
展
示
（
約　

ブ
ー
ス
）

９０

○
環
境
マ
ン
ガ
の
原
画
展

下
水
道
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
の
更
新

○
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

○
体
験
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
講
演
会
・
発
表
会

○
抽
選
会

▼
問
合
せ

　

県
環
境
自
然
保
護
課

　

�
０
２
６（
２
３
５
）７
１
７
８

　

７
月
は
、
青
少
年
の
問
題
に

取
り
組
む
強
化
月
間
で
す
。
強

化
月
間
中
、
街
頭
啓
発
活
動
や

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
電
話
相
談

　

７
月　

日
�
〜　

日
�

１０

１２

　

午
前　

時
〜
午
後
８
時

１０

　

�（
５
３
）０
４
６
４

▼
面
接
相
談　

７
月　

日
�

１２

　

午
前　

時
〜
午
後
８
時

１０

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
厚
生
課

▼
問
合
せ

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
厚
生
課

　

�（
５
３
）０
４
１
０

　

国
民
宿
舎
伊
良
湖
岬
信
州
は
、

飯
田
下
伊
那
に
お
住
ま
い
の
方

の
海
の
家
と
し
て
、
南
信
州
広

域
連
合
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

伊
良
湖
岬
に
ほ
ど
近
い
、
松

林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
の

中
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
海
水
浴

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
メ
ロ
ン
狩

り
に
最
適
で
す
。

▼
利
用
料
金

○
大
人　
  
６
、３
０
０
円
か
ら

○
子
ど
も  
５
、７
０
０
円
か
ら

▼
予
約
・
問
合
せ

　

国
民
宿
舎
伊
良
湖
岬
信
州

　

�
０
５
３
１（
３
５
）６
９
６
０

　

首
都
圏
に
在
住
す
る
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
お
よ
び
来

春
大
学
等
卒
業
予
定
者
を
対
象

に
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

▼
開
催
日

○
７
月　

日
�　

長
野
県
企
業

２６

と
の
合
同
面
接
会

○
７
月　

日
�　

情
報
提
供
お

２７

よ
び
相
談

▼
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▼
場
所　

全
国
勤
労
青
少
年
会

館
（
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

　

Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口

▼
問
合
せ

　

長
野
県
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
室

　

�
０
３（
５
２
１
２
）９
１
８
７

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の

活
動
を
応
援
し
ま
す

信
州
環
境
フ
ェ
ア

2
0
0
3

青
少
年
の
問
題
に

取
り
組
む
強
化
月
間

伊
良
湖
岬
信
州
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

企
業
と
の
合
同
面
接
会
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市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
上
下

水
道
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を

調
査
・
審
議
す
る
上
下
水
道
事

業
運
営
審
議
会
委
員
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

○
水
道
お
よ
び
下
水
道
に
つ
い

て
関
心
の
あ
る
方

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

○
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

○　

年　

月
１
日
現
在
で
満　

１５

１０

２０

歳
以
上
の
方

※
公
共
団
体
の
職
員
、
常
勤
の

公
務
員
、
上
下
水
道
に
関
す

る
職
を
専
業
と
す
る
方
は
、

原
則
と
し
て
除
く
。

▼
公
募
人
数　

３
人

▼
任
期　

２
年
間

　
　

月　

日
〜　

年　

月　

日

１０

１３

１７

１０

１２

▼
報
酬　

規
定
に
よ
る
委
員
手

当
、
旅
費
を
支
給
。

▼
応
募
方
法

次
の
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
文　

上
下
水
道
に
関
す
る

意
見
や
提
言
（
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

○
履
歴
書

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付

▼
応
募
期
間

　

７
月
７
日
�
〜
８
月
４
日
�

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
選
考　

選
考
委
員
会
で
選
考

し
、
９
月
上
旬
に
応
募
者
へ

通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

８
５
０
１

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　

飯
田
市
役
所　

水
道
業
務
課

　

庶
務
係　

内
線
５
２
５
２

　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

６０

の
方
の
趣
味
と
し
て
制
作
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

９
月
４
日
�
〜
５
日
�

▼
作
品
募
集
種
目

絵
画
（
日
本
画
・
洋
画
・
水

墨
画
・
版
画
）、
書
、
手
芸

工
芸
、写
真（
拓
本
は
除
く
）。

▼
制
限　

未
発
表
の
も
の
で
、

１
人
１
作
品
。

▼
展
示
会
場
・
期
間

　

戸
倉
町
総
合
体
育
館
武
道
場

上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員

　

９
月　

日
�
〜　

日
�

１１

１２

▼
規
格

○
絵
画

・　

号
以
上　

号
以
内

１０

３０

・
額
縁
を
使
用
す
る
こ
と

　
（
幅
お
お
む
ね
３
�
以
内
）

・
軸
装
の
も
の
は
２
１
０
×　
５５

�
以
内

・
版
画
に
つ
い
て
は　

号
未
満

１０

も
可

○
書

・
１
〜
１
・
５
�
以
内

・
縦
形
式
は
一
辺
２
１
０ 
�
以
内

・
横
形
式
は
一
辺
１
８
１ 
�
以
内

・
重
量
５
�
以
内

・
篆
刻
作
品
は
印
影
の
み
の
作

品
と
し　

×　

�
以
内

３９

３０

○
手
芸
・
工
芸

・
大
き
さ　

×　

�
以
内

９０

９０

　
（
高
さ　

�
以
内
）

６０

・
重
量　

�
以
内

１５

・
平
面
作
品
は　

号
以
内
と
し

５０

　

号
以
上
は
額
縁
の
幅
が
お

３０お
む
ね
３
�
以
内

・
彫
刻
は
縦
横
１
０
０
�
以
内

　
（
高
さ
２
０
０
�
以
内
）

○
写
真

４
つ
切
り
（　

×　

�
）
以

２５

３０

上
、
全
倍
（　

×　

�
）
ま

６０

９０

で
の
単
写
真
、
木
製
等
の
パ

ネ
ル
仕
立
て
に
し
、
ひ
も
を

付
け
る

▼
申
込
方
法

作
品
展
出
品
カ
ー
ド
を
８
月

１
日
金
ま
で
に
高
齢
者
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
は
、
高
齢
者
係
に
あ

り
ま
す
。

▼
賞

　

知
事
賞
６
点
ほ
か
各
種
賞
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

り
ん
ご
庁
舎
２
階

　

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係

　

内
線
５
３
８
２

　

市
内
中
学
生
を
対
象
に
、
道

路
の
管
理
や
工
事
現
場
等
を
見

て
い
た
だ
く
視
察
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
夏
休
み
の
一
研
究
に

ど
う
で
す
か
。

　

８
月　

日
「
道
の
日
」
事
業

１０

の
一
環
と
し
て
、
国
、
県
、
市

町
村
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
４
日
�

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
コ
ー
ス　

飯
田
国
道
事
務
所

↓
平
谷
「
道
の
駅
」
↓
阿
南

町
新
野
「
道
の
駅
」（
昼
食
）

↓
巾
川
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場

↓
三
遠
南
信
自
動
車
道
工
事

現
場
↓
り
ん
ご
並
木

▼
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▼
参
加
費　

無
料
（
昼
食
も
こ

ち
ら
で
用
意
し
ま
す
）

▼
申
込
締
切　

７
月　

日
�

１５

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

管
理
計
画
課　

管
理
係

　

内
線
２
７
４
５

募 

集 

募 

集 

ナ
イ
ス
シ
ニ
ア
信
州

美
術
展
作
品

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

道
路
視
察
バ
ス
参
加
者

7月の納税 

固定資産税（2期） 

国民健康保険税（7月分） 

  

7月31日（木）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 
りんご庁舎２階 
本町１丁目再開発ビル 

総合窓口なら、 
お仕事の帰りに 
住民票をとることができます。 

りんご庁舎総合窓口では 
平　日　午前８時30分～午後７時 
土曜日　午前10時30分～午後７時 

各種証明の発行をしています 

りんご庁舎２階 
本町１丁目再開発ビル 

総合窓口なら、 
お仕事の帰りに 
住民票をとることができます。 
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�
長
野
県
下
水
道
公
社
に
よ

る
平
成　

年
度
下
水
道
排
水
設

１５

備
工
事
責
任
技
術
者
の
受
験
講

習
と
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
受
験
資
格

年
齢
満　

歳
以
上
で
、
次
の

２０

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

○
高
等
学
校
等
の
土
木
工
学
科

等
を
卒
業
し
て
、
排
水
設
備

工
事
等
の
設
計
・
施
工
に
関

し
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
者

○
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て
、

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
・

施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
者

○
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
・

施
工
に
関
し
３
年
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
者

▼
受
験
講
習

○
日
時　

９
月　

日
�

２４

　

午
後
０
時　

分
か
ら
受
付

３０

○
場
所　

伊
那
文
化
会
館

○
受
講
手
数
料　

５
千
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
責
任
技
術
者
試
験

○
日
時　
　

月　

日
�

１０

１８

　

午
後
１
時
か
ら
受
付

○
場
所　

信
州
大
学
農
学
部

○
試
験
手
数
料　

５
千
円

▼
申
込
書
類

　

下
水
道
課
で
配
布

▼
申
込
期
間

　

７
月　

日
�
〜
８
月
８
日
�

２８

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
申
込
・
問
合
せ

　

下
水
道
課　

内
線
５
２
８
７

　

毎
月
１
回
の
例
会
（
夜
２
時

間
程
度
）
に
て
、
情
報
交
換
や

経
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、

勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

起
業
５
年
以
内

（
原
則
）
の
経
営
者
お
よ
び

起
業
を
準
備
し
て
い
る
方
。

▼
定
員　
　

人
１５

▼
期
間　

７
月
〜　

年
３
月

１６

　

第
１
回　

７
月　

日
�

２４

▼
参
加
費　

１
万
円

▼
講
師　

民
間
非
営
利
団
体

　

い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト  
イ
デ
ア

　
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
）

▼
申
込
締
切　

７
月　

日
�

１１

▼
申
込
・
問
合
せ

　

商
業
観
光
課  
内
線
３
６
１
１

▼
対
象
者

飯
田
、
下
伊
那
地
域
に
居
住

す
る
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の

６０

健
康
な
方
で
、
全
課
程
を
必

ず
受
講
で
き
、
長
期
間
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
会

員
と
し
て
活
躍
で
き
る
方
。

▼
募
集
人
員　
　

人
３０

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
受
講
料　

４
万
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
研
修
場
所

　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
取
得
資
格

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

修
了
証
書
を
交
付
。

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
、

市
役
所
本
庁
、り
ん
ご
庁
舎
、

各
支
所
、町
村
社
協
に
用
意
。

▼
申
込
締
切

　

７
月　

日
�　

午
後
５
時

１８

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
受
講
の
可
否

　

応
募
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
２
４

　

飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８－

１

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内　

社
会

福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
係

　

�（
５
３
）３
１
８
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
受
験
講
習
・
試
験

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

2
級
課
程（
第
2
回
目
）

起
業
家
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
塾

各
種
講
座 

各
種
講
座 

ホームヘルパー養成講座2級課程カリキュラム
内　　　　　　　　容時　　間開　催　日

開講式、オリエンテーション
福祉理念とケアサービスの意義
サービス提供の基本視点

９：００～１６：３０９月２日（火）

老人福祉の制度とサービス、
障害者（児）福祉の制度とサービス

９：００～１６：００９月４日（木）

ホームヘルプサービス概論、
ホームヘルプサービスの職業倫理

９：００～１５：００９月９日（火）

高齢者・障害者（児）の心理、
高齢者・障害者（児）等の家庭の理解

９：００～１６：００９月１１日（木）

在宅看護の基礎知識、
住宅・福祉機器に関する知識

９：００～１７：００９月１６日（火）

家事援助の方法、相談援助とケア計画の方法１０：００～１７：００９月１８日（木）

家事援助の方法（高齢者の食生活）、
共感的理解と基本的態度の形成

１０：００～１７：００９月２５日（木）

記録と報告の方法１０：００～１６：００９月３０日（火）

リハビリテーション医療の基礎知識、
障害・疾病の理解１

１０：００～１７：００１０月２日（木）

レクリエーション体験学習、
障害・疾病の理解２

９：００～１７：００１０月７日（火）

介護概論、介護事例検討９：００～１７：００１０月１４日（火）

介護技術講習
（寝具の整え方・体位・じょくそう、入浴介助）

１０：００～１６：００１０月１６日（木）

介護技術講習（食事の介護、排泄・尿失禁の介護）１０：００～１６：００１０月２１日（火）

救急法８：４５～１７：１５１０月２３日（木）

介護技術講習（衣類の着脱、身体の清潔）１０：００～１６：００１０月２８日（火）

介護技術講習（寝具・車椅子への移乗、車椅
子での移動、肢体不自由者の歩行）

１０：００～１６：００１０月３０日（木）

介護技術講習（視覚障害者の介護、緊急時の
対応・腰痛予防・介護者の健康管理）

１０：００～１６：００１１月４日（火）

ホームヘルパー模擬同行訪問１３：００～１７：００１１月６日（木）

・介護施設実習（1人当たり16時間）
・デイサービスセンター見学（1人当たり８時間）
・ホームヘルパーとの同行訪問（1人当たり4時間）

８：３０～１７：１５
１１月７日（金）～

１２月３日（水）

医学の基礎知識、閉講式（修了証授与）、懇親会９：００～１２：３０１２月４日（木）
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昨
年
度
創
設　

周
年
を
迎
え

５０

た
伝
統
あ
る
講
座
で
す
。

　

お
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
講
師

○
７
月　

日
�

２０

　

小
林
節
子
氏

　
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

○
７
月　

日
�

２３

　

鎌
田
實
氏

　
（
諏
訪
中
央
病
院
管
理
者
）

○
７
月　

日
�

２９

　

松
山
幸
雄
氏

　
（
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

○
７
月　

日
�

３０

　

窪
島
誠
一
郎
氏

（
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
・
無
言

館
館
主
、
作
家
）

▼
時
間　

午
後
６
時　

分
受
付

３０

　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所　

川
路
公
民
館

▼
定
員　

約
２
０
０
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
問
合
せ　

川
路
公
民
館

　

�（
２
７
）２
０
０
１

▼
対
象

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６０

▼
定
員　
　

人
２０

▼
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎

▼
期
間

８
月
２
日
�
〜　

月
の
毎
週

１１

土
曜
日
（
全　

回
）

１６

▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▼
場
所　

飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

専
門
学
校
（
松
尾
明
）

▼
受
講
料　

１
万
６
千
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
申
込
方
法

７
月　

日
�
ま
で
に
電
話
で

１８

申
込
（
申
込
者
多
数
の
場
合

抽
選
）

▼
申
込
・
問
合
せ

　

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係

　

内
線
５
３
８
２

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
イ
タ

リ
ア
ン
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

む
ね　

歳
ま
で
の
方
。

３０

▼
日
時　

７
月　

日
�

２２

　

午
後
７
時
〜
９
時　

分
３０

▼
講
師　

石
川
正
義
氏

　
（
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
シ
ェ
フ
）

▼
材
料
費　

１
、５
０
０
円

　
（
事
前
に
納
入
）

▼
持
ち
物　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
受
付

　

７
月
９
日
�
か
ら

▼
定
員　
　

人
１６

▼
受
付
時
間

○
平
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時

３０

○
日
・
祝
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▼
申
込
方
法

　

直
接
来
館
す
る
か
電
話
予
約

▼
申
込
受
付
・
問
合
せ

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

�（
２
３
）５
５
７
１

第　

回
天
竜
峡
夏
期
大
学

51

特
別
教
養
講
座

イ
タ
リ
ア
ン
料
理

シ
ル
バ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

に
電
話
し
ま
す
。 

2

1

5
1

4
2
2

1

5
1

4
2市

役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。 

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
4
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。 

ご存じですか  退職者医療制度 ご存じですか  退職者医療制度 ご存じですか  退職者医療制度 

■条件 
①飯田市国民健康保険に加入していること 
②老人保健の認定を受けていないこと 
③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けていて、
その期間が20年または40歳以降に10年以上加
入していること 

 

☆退職者医療制度で医療を受けられる方の医療費
は、本人の自己負担分以外は、国保税と社会保
険などが出し合う「拠出金」によってまかなわ
れます。健全な国保運営のためにも、対象とな
る方は必ず届出をしてください。 

■手続きの方法 
○場　所　市役所保健課または各支所 
○持ち物 
・国民健康保険証（青色） 
・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
年金加入月数が確認できるもの） 
・年金証書がない場合は、年金裁定通知書 
・福祉医療を受けている方はその受給者証 

■問合せ　保健課　国保係　内線5523

　会社や官公庁などを退職して厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の方と、その
扶養家族は、退職者医療制度で医療機関にかかることになります。次の条件にすべて当てはま
る方は、年金証書を受け取ったら、ご面倒でも必ず14日以内に届出をしてください。 

※該当者へは、図の保険証（ピンク色）をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認して下さい 

このマークが入っています。 
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財政　社会　税務　交通　市政　保健　福祉　水道　環境　農林　観光　建設　教育　選挙　消防 

■財　政 
1 市の財政事情について 
2 地方財政の仕組みについて 
■社　会 
3 自分らしく生きる社会の実現をめざして 
4 悪質商法にご注意！ 
■税　務 
5 やさしい税金の話 
■交　通 
6 交通安全教室 
■市　政 
7 飯田市基本構想基本計画 
8 持続可能な地域づくりと土地利用 
9 飯田市の国際交流 
10 三遠南信地域広域連携 
11 今後の地域づくりと市町村合併 
12 地域情報化と電子自治体 
■保　健 
13 脳卒中予防教室 
14 がん予防教室 
15 骨粗しょう症予防教室 
16 痴呆予防教室 
17 栄養指導 
■福　祉 
18 飯田市の高齢者福祉サービスについて 
19 介護保険制度について 
■水　道 
20 上・下水道料金の仕組み 
21 安全な水が家庭へ届くまで 
22 皆水洗化について 
23 下水をやさしく使いましょう 
■環　境 
24 ごみ・リサイクル講座 
25 飯田市環境計画について 
26 エコ・ライフのすすめ 

27 地球環境問題と私たちの関わり 
28 ダイオキシンと環境ホルモン  
29 飯田市役所におけるISO14001の取り組み 
30 新エネルギーについて 
■農　林 
31 自然観察をしながらのトレッキング 
32 里山講座　西部山麓林内歩道散策 
■観　光 
33 体験教育旅行誘致事業はなぜ伸びているか 
34 感動体験で教育を変える 
35 旅行市場の動向と地域戦略 
■建　設 
36 都市計画のはなし 
　 より快適な生活環境をつくっていくために 
37 住まいと木の恵み 
■教　育 
38 家庭教育のあり方 
39 食事と健康 
40 青少年健全育成事業の取り組み 
41 ニュースポーツ講習会 
42 体力測定会 
43 総合型地域スポーツクラブについて 
44 おたのしみ会　紙芝居と本の読み聞かせ 
45 幼児と母親のための読書会 
46 読み聞かせの会 
47 子どもの本についての勉強会 
48 子どもお話の会 
■選　挙 
49 明るい選挙について 
■消　防 
50 防火講話　地震、火災時の消火、避難について 
　 ロープワーク教室、消防車と記念写真等 
51 応急手当普及講習会等 
　 救急現場で実践できる応急手当の知識・技術 
　 幼児を持つ母親への簡単な応急手当 

■申込先・問合せ 
〒395-8501　飯田市大久保町2534 

　飯田市教育委員会  生涯学習課  生涯学習振興係 

　1（22）4511　内線3579　Fax（23）8996

希望の講座を選んでください 

学びあい講座メニュー 

申し込む 

※メニュー以外の講座希望については、教育委員会生涯学習課までご相談ください。 
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学びあい講座について　申込ができるのは　開催日時と場所は　申込方法は　講師への費用　お願い 

学びあい講座を紹介します 

■生涯学習まちづくり学びあい講座とは… 

　市民の皆さんの元に市職員が出向き、市の業務などについて説明します。 

　知りたいこと、聞きたいことを講座にあるメニューの中から選んでリク

エストしてください。行政の取り組み、情報や専門知識を生かしたお話を

お届けします。 

　さらに、情報交換を行い学びあう場を通して、「まちづくり」や「なか

まづくり」を応援するシステムです。 

　■申込みができるのは… 

　市内に居住しているか、勤務または通学してい
る１０人以上で構成された団体およびグループ。 
　公民館、会社、学校（教材）、ＰＴＡ、婦人会、高
齢者クラブ、各種サークルなどの団体で、ぜひお申
し込みください。 
 
　■開催日時と場所は… 

　原則として、午前１０時から午後９時までの間で、
概ね２時間以内です。平日開催が原則ですが、土・
日曜日、祝日についても相談に応じます。 
  開催場所は飯田市内に限ります。会場の手配や
準備は、申し込まれた皆さんでお願いします。 
 
　■申込み方法は… 

　講座を開催する２週間前までに所定の申込書
に記入の上、教育委員会生涯学習課生涯学習
振興係まで申し込みください。（ＦＡＸ可） 
　申込書は、市役所受付、支所、公民館、図書館
の各窓口に用意してあります。 
　飯田市ホームページ内の「市政ガイド（教育）」
からもダウンロード可能です。 
http://www.city.iida.nagano.jp/guide/annai/482.html 
　なお、担当課の業務や、講師となる職員の日程
などの関係で、開催日時など希望に添えない場合
がありますので、ご了承ください。 

　■講師への費用は… 

　費用は無料です。ただし、講座によっては材料
費など実費が必要な場合があります。 
 
　■申込みや利用をお断りする場合があります… 

（1）公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害する
おそれのある場合。 

（2）政治、宗教または営利を目的として行うおそれ
のある場合。 

（3）学びあい講座の趣旨に反すると認められた場合。 
 
　■利用にあたってのお願い… 

　学習活動のために講師として職員が出向く制
度ですので、学習を深めるための質疑や意見交
換は構いませんが、陳情、要望、苦情処理を扱う
場ではありませんので、ご理解をお願いしま
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森
林
整
備
計
画 

を 

策
定 

「
飯
田
市
森
林
整
備
計
画
」
は
、
市
の
林
務
行
政

の
指
針
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成
15
年
４
月
〜
平
成

24
年
３
月
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
が
、
毎
年
内

容
を
見
直
し
、
必
要
な
場
合
変
更
し
て
い
き
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
の
計
画
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

林
業
は
今 

し
い
た
け
類
の
原
木
栽
培
や
、

菌
床
き
の
こ
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
「
ぶ

な
し
め
じ
」
「
え
の
き
た
け
」

は
産
地
と
し
て
定
着
し
て
き
ま

し
た
。 

人
工
林
の
う
ち
、
26
〜
45
年

生
の
木
々
が
６
割
を
占
め
て
お
り
、

早
急
な
間
伐
の
実
施
が
必
要
な

状
態
で
す
。 

飯
田
市
の
総
面
積
に
対
し
、

森
林
面
積
は
約
71
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
民
有
林
面

積
は
約
96
％
に
達
し
、
さ
ら
に

こ
の
約
41
％
が
人
工
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

病
害
虫
、有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、

松
く
い
虫
、
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
、

カ
ラ
ス
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
、
カ
モ
シ
カ
な
ど
に
よ
る

被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

基
本
方
針 

森
林
の
持
っ
て
い
る
多
面
的
な
機
能
を
、
総
合
的
に
、

そ
し
て
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
重
視
す
べ
き
機
能

に
応
じ
た
事
業
を
行
い
、
健
全
な
森
林
資
源
の
維
持
・
造

成
を
推
進
し
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
「
水
土
保
全
林
」
と
「
森
林
と
人
と
の

共
生
林
」
の
２
つ
を
森
林
整
備
の
推
進
方
向
と
し
ま
す
。 

水
土
保
全
林 

森
林
と
人
と
の
共
生
林 

地
区
別
の
重
点
整
備 

基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
次

の
地
区
を
重
点
に
森
林
整
備

を
推
進
し
ま
す
。 

千
代
・
山
本
の
森
林 

景
観
の
維
持
、
向
上
を
図
り

ま
す
。
森
林
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、

特
定
広
葉
樹
の
育
成
を
し
、
歩

道
の
整
備
を
し
ま
す
。 

上
郷
・
千
代
の
森
林 

将
来
的
な
森
林
資
源
の
「
大

径
木
化
」
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

水
土
保
全
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
も
、
作
業
路(

※)

を
集

中
的
に
整
備
し
、
間
伐
を
推
進

し
ま
す
。 

黒
川
、
松
川
、 

野
底
川
流
域
の
森
林 

重
要
な
水
源
林
で
あ
る
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
皆
伐
を
制
限

す
る
な
ど
、
特
定
な
管
理
を
し

て
保
護
し
ま
す
。 

上
久
堅
・
三
穂
・
千
代 

座
光
寺
・
上
郷
・
龍
江 

の
森
林 

ま
つ
た
け
発
生
環
境
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
林

産
物
の
安
定
供
給
体
制
を
推
進

し
ま
す
。 

市
全
域
の
森
林 

里
山
の
手
入
れ
の
遅
れ
が
目

立
っ
て
い
る
た
め
、
森
林
所
有

者
を
始
め
と
す
る
市
民
の
協
力

に
基
づ
き
整
備
を
推
進
し
ま
す
。 

し
ま
し
た

し
ま
し
た 

し
ま
し
た 人

が
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
り
、

人
が
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
り
、

森
林
浴
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、

森
林
浴
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、

自
然
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

自
然
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
森
林
で
す
。

を
目
的
と
し
た
森
林
で
す
。 

ま
た
、
動
植
物
の
育
成
に
適

ま
た
、
動
植
物
の
育
成
に
適

し
た
こ
と
な
ど
、
自
然
環
境
を

し
た
こ
と
な
ど
、
自
然
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
も
目
的
と

維
持
し
て
い
く
こ
と
も
目
的
と

し
ま
す
。

し
ま
す
。 

人
が
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
り
、

森
林
浴
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、

自
然
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
森
林
で
す
。 

ま
た
、
動
植
物
の
育
成
に
適

し
た
こ
と
な
ど
、
自
然
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
も
目
的
と

し
ま
す
。 

飯
田
市
の
森
林
の
大
部
分
が

飯
田
市
の
森
林
の
大
部
分
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
り
ま
す
。 

水
源
の
涵
養
や
、
土
砂
の
流

水
源
の
涵
養
や
、
土
砂
の
流

出
を
防
い
で
災
害
を
防
止
す
る

出
を
防
い
で
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
目
的
の
森
林
で
す
。

こ
と
が
目
的
の
森
林
で
す
。 

樹
齢
を
重
ね
た
木
々
の
森
へ

樹
齢
を
重
ね
た
木
々
の
森
へ

と
誘
導
す
る
た
め
に
、
適
切
な

と
誘
導
す
る
た
め
に
、
適
切
な

間
伐
を
推
進
し
ま
す
。

間
伐
を
推
進
し
ま
す
。 

ま
た
伐
採
の
際
に
も
「
裸
地
」

ま
た
伐
採
の
際
に
も
「
裸
地
」

の
面
積
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に

の
面
積
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

し
ま
す
。 

飯
田
市
の
森
林
の
大
部
分
が

対
象
と
な
り
ま
す
。 

水
源
の
涵
養
や
、
土
砂
の
流

出
を
防
い
で
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
目
的
の
森
林
で
す
。 

樹
齢
を
重
ね
た
木
々
の
森
へ

と
誘
導
す
る
た
め
に
、
適
切
な

間
伐
を
推
進
し
ま
す
。 

ま
た
伐
採
の
際
に
も
「
裸
地
」

の
面
積
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。 

飯田市 

民
有林　22,262ha

　9
6.5

％

天然林 

12,789ha 
55.4%

国
有
林 

3.5％ 
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間
伐
の
目
標
面
積 

人
工
林
を
健
全
な
状
態
で
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

必
要
不
可
欠
な
作
業
で
す
。
市
内
に
お
い
て
間
伐
が
望
ま

し
い
森
林
面
積
は
１
、
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、
労

働
力
、
資
金
力
か
ら
限
界
が
あ
り
、
目
標
は
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。 

森
林
施
業
共
同
化
の
推
進 

市
の
個
人
森
林
所
有

者
の
大
部
分
は
、
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
の
小
規

模
所
有
者
で
す
。 

森
林
施
業
を
計
画
的

に
行
う
た
め
に
は
、
市
、

森
林
組
合
、
所
有
者
が

地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
集
落
に
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
し
、
話
し
合
い
を

行
い
、
集
落
単
位
で
の

森
林
施
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、
施
業
実
施
協

定
を
締
結
し
、
施
業
の

共
同
化
を
推
進
し
ま
す
。 

担
い
手 

林
業
は
、
労
働
環
境
が

厳
し
く
、
収
入
も
不
安
定

な
こ
と
か
ら
、
後
継
者
の

増
加
は
困
難
な
の
が
実
情

で
す
。
こ
の
た
め
、
森
林

組
合
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
森
林
組
合
が
、

協
同
組
合
と
し
て
の
機
能

を
充
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

育
成
強
化
し
ま
す
。
一
方
、

新
規
就
業
者
育
成
や
、
木

材
流
通
加
工
体
制
の
共
同
化
、

機
械
化
な
ど
に
よ
る
整
備

を
推
進
し
ま
す
。 

ま
た
、
作
業
路(

※)

の

整
備
、
林
業
機
械
の
導
入

を
進
め
、
合
理
化
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
を
推
進
し

ま
す
。 

林
産
物
や
木
材
資
源 

有
効
利
用
の
促
進 

間
伐
材
な
ど
の
商
品
化
、
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。 

特
用
林
産
物
の
「
き
の
こ
」
に
つ

い
て
は
、
経
営
の
共
同
合
理
化
や
品

質
の
向
上
を
図
り
、
農
協
と
連
携
し

て
販
路
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
と
し
て
、

未
利
用
木
材
を
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

※
作
業
路 

も
っ
ぱ
ら
機
資
材
の
運
搬

や
森
林
施
業
を
目
的
と
し

た
比
較
的
簡
易
な
道
路
。

林
道
と
異
な
り
、
開
設
時

の
コ
ス
ト
が
低
く
、
必
要

な
時
だ
け
利
用
し
、
必
要

が
無
く
な
れ
ば
山
に
戻
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
。
　 

し
ま
し
た 

里
山
林
の 

保
全
整
備
利
用
の
推
進 

古
く
か
ら
生
活
と
密
着

し
て
き
た
里
山
林
の
価
値

を
見
直
し
、
身
近
な
生
き

物
の
生
息
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
、
保
全
、
整
備
を

推
進
し
ま
す
。 

ま
た
、
市
民
参
加
を
図

り
な
が
ら
、
森
林
で
の
体

験
教
育
や
交
流
の
場
、
市

民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
、

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。 

■問合せ 
　林務課 
　1(22)4511 
　内線3531

前期５年間 
平成15～19年度 

475ha

後期４年間 
平成20～23年度 

380ha

人
が
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
り
、

森
林
浴
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、

自
然
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
森
林
で
す
。 

ま
た
、
動
植
物
の
育
成
に
適

し
た
こ
と
な
ど
、
自
然
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
も
目
的
と

し
ま
す
。 

飯
田
市
の
森
林
の
大
部
分
が

対
象
と
な
り
ま
す
。 

水
源
の
涵
養
や
、
土
砂
の
流

出
を
防
い
で
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
目
的
の
森
林
で
す
。 

樹
齢
を
重
ね
た
木
々
の
森
へ

と
誘
導
す
る
た
め
に
、
適
切
な

間
伐
を
推
進
し
ま
す
。 

ま
た
伐
採
の
際
に
も
「
裸
地
」

の
面
積
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。 
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21’いいだ環境プラン 
■問合せ　環境保全課 
　計画指導係　内線524621’いいだ環境プラン たちにできること・・・ 私 

Ｅａｒｔｈ 

ＣＯ 2

緑豊かな美しいまちづくり「緑の保全と創出」 
飯田市は、自然に恵まれた緑豊かな美しいまちです。私たちは生きていくう
えで、自然や緑から多くの恩恵を受けています。豊かな自然や緑は… 

二酸化炭素を吸収し酸
素を供給するなど、大
気を浄化し、生活環境
を保全しています。 

私たちに四季折々の美し
い景観や、やすらぎや憩
いの場といった快適環境
を提供しています。 

多様な生態系を形成
し、自然とのふれあ
いや、共存が実践さ
れてきた場所です。 

自
然
や
緑
は
、
地

球
の
健
康
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
だ
！ 

しかし、都市化の進展による自然や緑の減少、社会経済や生活様式の変
化などにより、自然や緑との関わりが希薄になってきています。 

私たちは、飯田市の環境の基盤をなす緑豊かな自然との
関係を、再認識する必要があるのではないでしょうか？ 
例えば…　 
●自然観察会など自然に触れあう行事に参加し、自然や
　動植物との関わりを見つめ直してみませんか？ 
●地域に生息、生育する動植物を大切にしましょう。 
●家庭や職場の緑化など、身近な緑を増やしましょう。 

平成15年度　自衛官募集
試験期日受付期間受験資格募集種目

16年２月１日
12月１日～
16年１月23日

大学の歯学部歯学科の3～6年次ま
たは大学院の歯学研究科在学

衛
生

貸費学生
大学の理学部、工学部の3・4年次
または大学院修士課程在学

技
術

１次  ９月20日
２次 10月11日～17日

８月 ４ 日～
９月10日

18歳以上24歳未満の者一般曹候補学生

18歳以上27歳未満の者曹候補士

1次  ９月23日
2次 10月18日～23日
3次 11月16日～12月12日

８月 ４ 日～
９月10日

高卒（見込含）21歳未満の者航空学生

1次 10月19日
2次 11月21日～22日

９ 月12日～
10月 10日

高卒（見込含）24歳未満の者看護学生

1次 11月 １ 日～ ２ 日
2次 12月 ３ 日～ ５ 日

９ 月12日～
10月10日

高卒（見込含）21歳未満の者防衛医科大学校学生

９月20日～21日
９月 ５日～
９月 ９日

高卒（見込含）21歳未満の者
（推薦については高等学校長の推
薦等別途資格が必要です）

推
薦

防衛大学校学生

1次 11月８日～９日
2次 12月９日～12日

９ 月12日～
10月10日

高卒（見込含）21歳未満の者一
般

受付時にお知らせします７月～９月18歳以上27歳未満の者男
子

２等陸・海・空士
９月26日～27日

８月 ４日～
９月10日

18歳以上27歳未満の者女
子

1次 16年１月10日
2次 16年１月23日～26日

11月４日～
16年１月６日

中卒（見込含）
17歳未満の男子

自衛隊生徒

■問合せ　自衛隊長野地方連絡部　飯田出張所　�（22）2613
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

これまでの講座から 
5月24日（土）「鉱山めぐり」 

これからの講座予定 

暑い夏には川遊びが一番！ということで、沢のぼりなど、夏休み
には川での楽しい活動をたくさん計画しています。詳しくは、か
わらんべまでお問い合わせください。 

▼7月19日（土）「方言で話さまいか」9：00～11：00 
　南信濃の方言についての講座です。おじいさんやおばあさん
しか使わなくなってしまった言葉や、普段使っているけれど
も、実は方言である言葉などを取り上げます。方言も大切な
文化として残していきたいと思います。 

▼7月20日（日）「オオマツヨイグサの世界」 
　18：30～20：00 
　水辺の楽校にはたくさんの草花が育てられてます。その中の
一つであるオオマツヨイグサは、「待宵草」と言って、夕方
に花を咲かせるとてもきれいな花です。伊那谷自然友の会会
長さんに植物についてのお話をしていただき、オオマツヨイ
グサが花開く瞬間を観察します。 

▼7月26日（土）「夏の鳥たち」9：00～11：00 
　お馴染みとなりました、水辺の楽校にいる鳥を観察する講座
です。信州野鳥の会の方に講師に来ていただき、特に夏の鳥
に注目して観察会を行います。 

▼8月2日（土）「摘み草ランチ」9：00～13：00 
　かわらんべ周辺にある自然のなかに、たくさん生えている野
草を摘んで、ちょっとだけ手を加えて味わってみましょう。
美味しく食べられる野草にはどんなものがあるかを学んで、
お腹も満たされて、一挙両得の講座です。 

▼8月9日（土）「久米川で釣ろう」9：00～16：00 
　釣りの講座をやって欲しいというたくさんのご要望にお応え
して、川路に流れている久米川で釣りの講座を行います。下
伊那漁業協同組合川路支部さんにご協力いただき、釣りの手
ほどきから、プロの技？まで教えていただきます。 

■申込・問合せ 
　かわらんべ 
　1（27）6115http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

好天に恵まれた６月７日（土）、８日（日）。自然を
楽しむ催し「もりもり探検隊」には２日あわせて
18人の仲間が集まりました。 
おしぼら池の周りで桜、コナラ、クヌギなどの
植樹活動を行
い、将来豊かな
森に成長するよ
うに祈りまし
た。清々しく汗
をかいた後は野
いちご狩り。美
味しい森の恵み
を満喫しまし
た。 

植樹と野いちご狩り 

７月から８月にかけての予定 

●第４回ひまわり大作戦　８月９日（土）※雨天翌日へ順延 
　写生、ひまわり畑の中の人形劇観劇、ひまわり日記発表 
　８：30～15：00　　集合場所：おいで館 

■問合せ　飯田青年会議所　1(32)7875

■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局 
　　　　　　　　　　　　　　　　1(59)8080

●後藤道夫先生の理科実験ミュージアム 
　７月12日（土）・13日（日）・19日（土）・20日（日）・26日（土）・27日（日） 
　８月２日（土）・３日（日）・９日（土）・10日（日） 
　　　　　10：00～15：00　おいで館 

■問合せ　教育委員会　学校教育課　1（22）4511内線2576

●絵本の読み聞かせ　毎週日曜日 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 
　13：30～　場所：かざこしなかまの館 

★ほか、とんとん、ぐつぐつ、こねこねの各ワークショッ
　プでも、毎週土日の午後１時30分から体験活動を計画し
　ています。お問い合わせください。 

天竜川流域の自然史学習のひ 
とつとして、飯田下伊那で採 
集される鉱物について、その 
鉱山跡を実際に見に行き、鉱 
物標本を探しました。阿智村 
にある２つの鉱山跡を訪ねま 
した。 

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください

問合せ先場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

特 別
心 配 ご
と 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１６：００

一 般

７月１１日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

７月８日（火）
７月１８日（金）
７月２８日（月）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１６：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
７月８日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

教育委員会
内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

か け こ み
教 育 相 談

問合せ先場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
�２２－４５１１内線５３４４飯田市福祉事務所

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（電話でも可）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園
�22－4133

飯田中央保育園
（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

７月８日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ
�56－4474

さんとぴあ飯田
（福祉会館1Ｆ・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
�第１水曜日のみ�
�　　　　　　　�
� 17：30まで �

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

児童課　内線5347飯田市福祉事務所
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課
内線5351
（要予約）

りんご庁舎３階

男女共同参画

７月９日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

７月１５日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談
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展示期間 

飯田市指定文化財（天然記念物　植物） 

万古の栃の木（まんごのとちのき） 
千代法全寺万古  

樹高２５ｍ、胸高周囲８．７ｍ、推定樹齢７００年。栃の木としては
当地方屈指の巨木。古木だけに蛇の鱗状の樹皮が浮き立つ。
昔、木地師が神の木として崇めたと伝えられる。 

自然の不思議　－色から探る鉱物の世界－ 
　中平豊さん（高森町）の2,000点にも及ぶ標本が、当館へ収

蔵されることになりました。これを記念して、今回は色に注目して鉱物

の世界を紹介いたします。 

　鉱物の特徴はなんといっても、その美しさにあります。色・形・輝き･･･。

どれをとっても自然が造り出したものとは思えないような美しさをもち、

不思議な感動を覚えます。 

　海の向こうからきたウルトラマリンのラピス・ラズリ、虹色に輝くオ

パール。色とりどりの鉱物が醸し出す自然の不思

議な世界を楽しんでください。 

■講演会『アンデスの黄金資源』  無料！ 

　講師　五味　篤さん（三井金属鉱山） 

　日時　８月２日（土）　午後１時30分～ 

■展示解説会　7/26・8/9・8/23  午後2時～ 

収蔵・整理された標本箱 

＜特別陳列＞ 

７月１２日G～９月２３日C

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで） 

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）と8/12～14 

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、 

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体 

プレフェスタ２００３ 

フェスタ２００３のプレイベントを行います。 
●１１日（金）１９:３０　人形劇場 〈大人のための人形劇〉 
　糸あやつり人形劇団みのむし公演　１,０００円 
●１２日（土）①１１:００／②１４:００　竹田人形館 
　糸あやつり人形劇団みのむし公演　５００円（当日７００円） 
●１３日（日）１１:００　麻績の里交流センター 
　人形劇団パン／人形劇団なむなむ公演 
　５００円（当日７００円） 
※フェスタ２００３ワッペン着用者は、１００円キャッシュバック！ 

７月１１日F～１３日A

チケット ●Ｓ席：3,000円  ●Ａ席一般：2,500円 
 ●Ａ席高校生以下：1,500円 
 ○当日券はＡ席高校生以下を除き ＋500円 
 ○飯田文化会館他で7/6より発売開始（全席指定） 

●チケットは飯田文化会館他
　で発売中 
●詳しくは先月お送りしました 
　チラシをご覧ください 

第15回アフィニス夏の音楽祭 

９月２８日A 開場13：30　開演14：00 
　　　　　　●飯田文化会館ホール 

第9回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田 

８月１９日C～２５日B 
●飯田文化会館他 

飯田市の人口（6/1現在）■人口＝106,259人（前月比+18）男50,940人／女55,319人  ■世帯＝35,598戸（前月比+32） 

吉野直子（ハープ）・川本嘉子（ヴィオラ）・相沢吏江子（ピアノ） 
～マールボロの風～ 


